




























































































（G2, pp. 51-52）。このグランド・ツアーは，イギリスでおよそ産業革命の始まる 1760 年代ごろま
でつづいたが，1700 年代初頭ごろからは参加者の中心は新興ブルジョアジーとなり，期間も







































































合料金は，19 世紀初頭ドイツでは，相場的には平均して 1 キロメートル当たり 1 ターラー
（Thaler：以下では単に “T” と表記する）と 12 シルバーグロッシェン（Silvergroschen：以下では単に “S” と表








（Dampfschiffahrtsgesellschaft für den Nieder- and Mittelrhein）ができた。両社は 1853 年業務提携共同体
（Betriebsgemeinschaft）を形成したが，1925 年 1 月 2 日合併した。しかしその後，さらに他の企
業とも提携や合併をして，企業規模を拡大し，1967 年に現在名の“ドイツ・ケルンーデュッ
セルドルフーライン川通行船会社（Köln-Düsseldorfer-Deutsche Rheinschiffahrt：略称 KD）”となった（文
献 K）。当時（1849 年）に戻ると，同通行船の料金は表 1 のごとくであった。
　　　　　　　　　　　　　　表 1：ライン川通行船の運賃　　　　　　　　　　（1849 年）
区間 1等席 2等席 3等席
ケルンから ボンまで 21S 14S 7S　 
ケーニヒスヴィンターまで 1T 　 20S 10S
マンデマッハまで 2T15S 1T20S 25S
コブレンツまで 3T9S　 2T5S　 1T3S　
ボッパルトまで 4T 　 2T20S 1T10S
バッハラッハまで 5T6S　 3T14S 1T22S




18,851 人であったが，1837 年には 153,391 人となり，1900 年には約 1,500,000 人，第一次世界
大戦開戦前の 1913 年には約 12,000,000 人を記録している。これに応じて同通行船会社の保有
する船舶数も増え，1913 年には豪華サロン船的なもの 6 隻，客室が 2 階式のもの 12 隻，プ
ロムナードデッキ式のもの 12 隻，平デッキ式のもの 2 隻を所有していた（N2, S.19）。




































組織されるものとなった（L, S.7）。例えばオーバーラーンシュタインでは 1865 年，ジーベンゲ




















































































ンでは 1919 年冬季約 3 分の 2 のホテルがイギリス軍により接収され，つづいて 1924 年には



























と，大戦前の 1914 年 7 月を 1 とした場合，大戦後の 1919 年 5 月約 3.2（倍），ルール占領開始
63ドイツにおける現代ツーリズム生成期の状況 
の 1923 年 1 月には約 14（倍）となり，同年 11 月には実に約 4.2 兆（倍）となったものである。
同年 11 月 15 日に“レンテンマルク”への切り替えが行われて（交換比率：1 兆（旧マルク）=1 レン















近くで，飲食・宿泊は少しでも安く』が合い言葉になっている」と表現している（zitiert in N2, 
S.82）。
Ⅳ．“黄金の 1920 年代”のツーリズム状況
1923 年末のハイパーインフレーション終息から 1929 年の世界大恐慌勃発にいたる間は，ド
イツのツーリズムでも繁栄と隆盛の時期であった。この時期には，ドイツ通貨価値下落が大
きく作用して，外国人のドイツ来訪が盛んになり，かつ，戦争で財を成したドイツ人たちの









と，同社は 1925 年に新規船舶 2 隻を発注し，翌 1926 年にはフランス軍に接収されていた船
 　　表 2：ケルンにおける宿泊者数　　 （人）
年 1922 1923

















（eine neue Schicht von Erholungsreisenden）”として考えられるべきものであるとして，「われわれは
勤労者たちが，定例的な有給休暇のあることによって，以前よりもより多く保養や教養のた












は，平均的には 100RM までであるとする（部内）文書を出している（zitiert in N2, S.99）。こうした
ものに照応したのか，ボンの交通局（Verkehrsamt）では，1929 年，“太陽一杯 ! ライン川 6 日間








パ旅行業店（Mitteleuropäisches Reisebüro ：MER ; 現在の「ドイツ旅行社（Duetsches Reisebüro）」の前身 ： 文献
D）」であった。こうした旅行業店は，鉄道など交通機関の乗車券の代行販売はじめパッケー
ジツアーの受付など広範なる旅行業務を行うものである。20 世紀初頭におけるドイツの旅行
業店数等は表 3 の通りであるが，ナチス時代の 1939 年にも増加傾向にあったことが注目され
る。MER は 1930 年，11 の主幹店舗で，約 400 人の職員を擁し，それ以外に約 1,000 の小売
店舗を展開していた（N1, S.3）。
なお，ナチス時代には 1937 年に旅行業の営業を当該地域の警察で統御できる法律（Gesetz 











行は，すでに 1920 年代におきており（L, S.7），当時すでに，例えばボンではミュンヘンを訪ね




















         表 4：ドイツの自動車交通手段量の変遷　      （台）
年 バス 個人用自動車 モーターバイク
1924 1,510 119,649 97,965
1925 2,672 155,763 161,508
1926 4,220 181,422 263,345
1927 5,537 236,139 339,226
1928 7,161 314,348 438,288
1929 8,728 339,987 608,342
注 1：個人用自動車には馬車用のものや公用車は除く。




















1875 年で，ドレスデンにおいてであった。次いで 1879 年カッセルでできている。これらの
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Beginning of Modern Tourism in Germany:
Focusing on Rhineland Tourism
Shoichi OHASHI
Abstract
Modern tourism in Germany developed with a focus on the Rhineland, which was a 
symbol of German nationalism and indeed had been occupied by the Allied Forces after 
World War I. This paper surveys this process from the viewpoint of tourism and argues 
that Rhineland tourism has been encouraged by this kind of nationalism seeking the 
benefit of the country. The same can be said about the campaign to increase the number of 
foreign tourists in Japan today.
